






厚生労働省のQ&Aより関連項目の抜粋

　ここでは、厚生労働省が医療機関・検査機関に向けて出し

ているQ&Aのうち、歯科治療と関連性が深いと思われる部

分を抜粋し、一部改編して以下に紹介する。

　なお、ここではすべてを網羅することができないため、興

味のある読者は厚生労働省のHP 9 ）をご確認いただきたい。
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ただし、目に見えて損傷があったり、汚染が
ある場合には廃棄する必要があること、滅菌
器を用いて再利用できる回数は、滅菌方法
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手洗いなどの衛生対策を心がけてください。
手などの皮膚の消毒を行う場合には、消毒用
アルコール（70％）を、物の表面の消毒には次
亜塩素酸ナトリウム（0.1％）が有効であるこ
とがわかっています。また、医療器具の消毒
にはグルタラール、フタラール、過酢酸も有
効です。この場合は、使用時の留意事項を遵
守してください。

アルコール（70％）を、物の表面の消毒には次
亜塩素酸ナトリウム（0.1％）が有効であるこ
とがわかっています。また、医療器具の消毒
にはグルタラール、フタラール、過酢酸も有

アルコール（70％）を、物の表面の消毒には次
亜塩素酸ナトリウム（0.1％）が有効であるこ
とがわかっています。また、医療器具の消毒
にはグルタラール、フタラール、過酢酸も有
効です。この場合は、使用時の留意事項を遵

とがわかっています。また、医療器具の消毒
にはグルタラール、フタラール、過酢酸も有
効です。この場合は、使用時の留意事項を遵

とがわかっています。また、医療器具の消毒
にはグルタラール、フタラール、過酢酸も有にはグルタラール、フタラール、過酢酸も有
とがわかっています。また、医療器具の消毒
にはグルタラール、フタラール、過酢酸も有
とがわかっています。また、医療器具の消毒
にはグルタラール、フタラール、過酢酸も有
効です。この場合は、使用時の留意事項を遵効です。この場合は、使用時の留意事項を遵効です。この場合は、使用時の留意事項を遵効です。この場合は、使用時の留意事項を遵効です。この場合は、使用時の留意事項を遵効です。この場合は、使用時の留意事項を遵
にはグルタラール、フタラール、過酢酸も有
効です。この場合は、使用時の留意事項を遵効です。この場合は、使用時の留意事項を遵効です。この場合は、使用時の留意事項を遵効です。この場合は、使用時の留意事項を遵

感染の疑いがある患者を診察する際、
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院内感染クラスターの発端者を発症日に基づ
いて推定すると患者が70％、医療関係者が
30％でした。このうち、医療関係者が新型
コロナウイルス感染症に感染する類型として
は、「 1 ．新型コロナウイルス感染症と診断
または疑われている患者を診察して感染」、

「 2 ．新型コロナウイルス感染症と診断また
は疑われていない患者から感染」、「 3 ．市中
や医療従事者間での感染」に分類されます。
医療関係者は感染者に暴露する機会が多いだ
けでなく、自身が感染すると院内感染の原因
となる可能性があり特に注意が必要です。
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新型コロナウイルス感染症患者を診療後に発
熱などがあり、PCR検査で陽性だった場合、
感染症法の規定に基づいて入院費などが公費
で支払われます。
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医療機関や検査機関で新型コロナウ
イルス感染症患者に診療を行った場
合、濃厚接触者に該当しますか？
また、就業を控えたほうが良いですか？
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イルス感染症患者に診療を行った場
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医療機関や検査機関で新型コロナウ
イルス感染症患者に診療を行った後、
PCR検査を行ってもらえますか？

医療機関や検査機関で新型コロナウ
イルス感染症患者に診療を行った後、
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おわりに

　約一世紀前、人類はスペイン風邪というパンデミックを経

験した。スペイン風邪の死者数は、 1 千万人から 5 千万人に

達したのではないか（諸説あり）といわれており、人類が経

験した中でも最悪の感染症の 1 つである10）。21世紀に入って

も、人類はSARS（Severe acute respiratory syndrome：

重症急性呼吸器症候群）やエボラ出血熱などの新興感染症を

経験している。グローバル化した世界ではこのような感染症

は、容易に国境を超えて拡散する。一方、先進国の現代人

は、新興感染症に対する危機感が薄れていると言えよう11）。

COVID-19は、新興感染症に対応する先進国の危機管理体制

の甘さを露呈させてしまった。

　十分な設備を備えた先進的な病院においても院内感染は起

こり、感染の拡大が病院機能の低下をまねきうる。われわれ

医療従事者は、感染のリスクが高いことを認識すべきである。

歯科医師は自分と患者を防御すること、そして感染を広げな

いことを念頭に置いておかなくてはならない。今回の記事が、

この未曽有の危機に対する理解の一助になれば幸いである。

　新型コロナウイルス感染症は現時点で終息したわけではな

く正に過渡期であって、事態は刻一刻と変化しているため、

各種学会などのガイドラインも本稿が発刊された頃には古く

なっている可能性がある。その時における最新の情報を参照

にしていただきたい。
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